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庭
の
北
側
に
ケ
ヤ
キ
が
３
本
そ
び
え
て
い
た
。
芽
吹
き
、

風
に
そ
よ
ぐ
音
、
涼
し
い
木
陰
、
虫
、
鳥
、
小
動
物
、
紅
葉
、

落
葉
・
・
・
様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
た
。

40
年
前
は
径
10
㎝
に
満
た
な
い
幼
木
が
、
今
で
は
自
宅
は

お
ろ
か
隣
家
ま
で
を
も
覆
い
つ
く
さ
ん
と
し
て
い
た
。

　

秋
、
落
葉
の
量
が
半
端
で
は
な
い
、
掃
い
て
も
掃
い
て
も

周
囲
か
ら
の
苦
情
は
絶
え
な
い
。
そ
の
都
度
の
言
い
逃
れ
は

限
界
に
達
し
、
引
導
を
渡
す
し
か
選
択
肢
は
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
朝
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
鋭
く
響
き
、
ケ
ヤ
キ

は
悲
鳴
を
上
げ
、
泣
い
て
い
る
か
の
様
だ
っ
た
。
正
視
で
き

な
い
。
遠
く
か
ら
ゴ
メ
ン
、
ゴ
メ
ン
と
手
を
合
わ
せ
る
し
か

な
か
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
・
・
・
不
思
議
な
事
が
起
こ
り
始
め
た
。

遺
木
の
落
と
し
た
種
が
発
芽
し
て
い
る
、
そ
れ
は
年
毎
に
数

を
増
し
て
い
る
。

　

落
ち
た
種
は
一
斉
に
発
芽
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
、
そ

れ
に
遺
木
が
居
た
頃
こ
ん
な
に
多
く
発
芽
す
る
こ
と
も
な
か

っ
た
の
に
。
推
理
〜
妄
想
が
ふ
く
ら
む
・
・
・
つ
ま
り
、
遺

木
が
健
在
の
頃
は
、
そ
れ
ほ
ど
子
孫
を
増
や
す
こ
と
は
無
い
。

種
が
ど
ん
ど
ん
発
芽
す
れ
ば
共
倒
れ
に
も
な
る
。

　

し
か
し
、
我
々
３
本
が
突
然
姿
を
消
し
た
・
・
・
。
こ
れ

は
こ
の
世
に
と
て
つ
も
な
い
災
禍
が
発
生
し
て
い
る
に
違
い

な
い
。
も
し
一
斉
に
発
芽
し
た
ら
一
斉
に
全
滅
し
て
し
ま
う
。

こ
こ
は
時
間
差
で
発
芽
し
様
子
を
見
て
、
大
丈
夫
だ
っ
た
ら

徐
々
に
発
芽
す
る
数
も
増
や
し
て
い
こ
う
・
・
・
と
。

　

現
存
す
る
地
球
上
の
生
物
種
は
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な

億
単
位
の
歳
月
に
進
化
を
く
り
返
し
、
そ
れ
故
に
環
境
に
適

合
し
生
き
延
び
て
き
た
。
ヒ
ト
だ
っ
て
つ
い
最
近
も
、
ア
メ

リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
９
・
11
、
三
陸
津
波
３
・
11
・
・
・
そ

の
後
の
出
生
率
が
上
昇
し
た
で
は
な
い
か
。

　

最
近
、
植
物
に
も
意
思
が
あ
り
、
他
種
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
等
の
研
究
報
告
も
相
次
い
で
い
る
。

ケ
ヤ
キ
も
、
こ
れ
位
の
事
は
す
る
の
だ
ろ
う
。
ケ
ヤ
キ
は
負

け
な
い
で
、
く
じ
け
な
い
で
、
賢
く
あ
れ
・
・
・
と
教
え
て

く
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

や
っ
た
こ
と
も
な
い
盆
栽
に
す
る
べ
く
、
机
上
に
ち
っ
ぽ

け
な
幼
木
が
数
本
居
る
。
幹
は
上
方
で
分
岐
し
、
そ
の
姿
は

既
に
大
木
の
片
鱗
を
見
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

   （
佐
渡　
豊
）

　

７
月
28
日
、
ア
イ
ー
ナ

で
（
一
社
）
岩
手
県
歯
科
技

工
士
会
・（
一
社
）
岩
手
県

歯
科
衛
生
士
会
と
の
懇
談
を

開
催
。
技
工
士
会
よ
り
河
内

京
治
会
長
、
千
葉
拓
郎
副
会

長
、
衛
生
士
会
よ
り
大
友
さ

つ
き
会
長
、
千
葉
茂
美
副
会

長
、冨
手
由
歌
里
専
務
理
事
、

当
会
か
ら
は
小
山
田
榮
二
会

長
、
黒
田
康
之
、
米
持
武
美

両
副
会
長
、外
川
正
洋
理
事
、

事
務
局
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
懇
談
に
先
立
ち
、
歯
科
技

工
士
問
題
を
取
り
上
げ
た

「
Ｍ
Ｂ
Ｓ
（
毎
日
放
送
）
Ｎ

Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
と
「
テ
レ
ビ
朝
日

『
グ
ッ
ド
！
モ
ー
ニ
ン
グ
』」

の
動
画
を
視
聴
し
、
当
会
が

用
意
し
た
資
料
も
紹
介
し
ま

し
た
。

地
位
向
上
と

後
継
者
不
足
が
課
題

　

歯
科
技
工
士
関
連
で
は
、

・歯科技工士会・衛生士会と懇談  (1面)
・東北ブロック会議 (1面)
・肺炎球菌ワクチン助成状況 (2面)
・連載 食と健康⑪  (2面)
・妊産婦医療費助成状況 (3面)
・寄稿 調剤報酬改定の影響 (4面)
・会員紹介シリーズ㉗ ごめんくなんしぇ (4面)

懇談のようす

　
７
月
20
日
、
仙
台
で
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
行
わ
れ
、

保
団
連
、
東
北
各
協
会
よ
り

計
22
名
が
参
加
し
、
当
会
か

ら
は
小
山
田
会
長
、
米
持
副

会
長
、
事
務
局
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
会
議
は
５
月
に
理
事
長
に

選
任
さ
れ
た
宮
城
協
会
の
今

田
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

中
島
保
団
連
副
会
長
よ

り
、
６
月
の
代
議
員
会
の
報

告
が
あ
り
、
医
院
経
営
の
厳

し
さ
か
ら
補
助
金
や
期
中
改

定
を
求
め
る
声
や
、
組
織
拡

大
や
役
員
事
務
局
の
継
承
に

関
す
る
発
言
が
多
か
っ
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
協

議
で
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保

険
外
し
に
つ
い
て
、
依
存
性

が
あ
る
も
の
が
売
ら
れ
て

い
る
こ
と
や
薬
物
誘
発
性
頭

痛
、
自
己
判
断
で
の
服
用
な

ど
、
負
担
増
以
外
の
問
題
も

あ
る
な
ど
、
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
医
師
に
支
持
政
党
を

聞
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
１

位
が
参
政
党
と
い
う
回
答
が

多
か
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ

れ
、
世
代
間
で
の
政
治
認
識

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
理
解
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
組
織

問
題
と
も
絡
め
て
議
論
さ
れ

ま
し
た
。

　
小
山
田
会
長
か
ら
は
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
問
題
は
じ
め
一
部
野
党

も
、
今
ま
で
享
受
し
て
き
た

社
会
保
障
を
破
壊
す
る
動
き

を
明
確
に
し
て
い
る
の
に
、

選
挙
の
争
点
が
国
民
に
浸
透

し
て
い
な
い
た
め
、
国
民
一

体
と
な
っ
た
運
動
が
提
起
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
も

議
論
さ
れ
、
東
北
厚
生
局
と

の
懇
談
に
つ
い
て
、
前
回
は

対
面
で
の
懇
談
に
つ
い
て
断

り
が
あ
り
要
望
書
の
内
容
の

確
認
と
な
っ
た
が
、
他
の
ブ

ロ
ッ
ク
と
同
様
に
対
面
で
の

懇
談
を
求
め
る
意
見
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

　
活
動
交
流
で
は
、
２
月
以

降
の
各
協
会
の
活
動
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
、
当
会
か
ら
は

行
事
予
定
の
他
、
高
額
療
養

費
の
県
議
会
請
願
、
盛
岡
市

健
康
保
険
課
長
へ
の
要
請
、

新
聞
投
稿
な
ど
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

会議のようす

養
成
学
校
の
減
少
と
後
継
者

不
足
や
高
齢
化
、
国
家
資
格

を
持
つ
医
療
従
事
者
と
し
て

地
位
向
上
を
求
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、
歯
科
医
院
と
の

技
工
料
金
の
価
格
交
渉
の
難

し
さ
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

浸
潤
麻
酔
行
為
に
つ
い
て

議
論

　

歯
科
衛
生
士
関
連
で
は
、

厚
労
省
か
ら
通
知
が
あ
っ
た

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
浸
潤
麻

酔
の
実
施
に
向
け
た
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

　
通
知
は
歯
科
衛
生
士
が
浸

潤
麻
酔
行
為
を
行
う
こ
と
を

推
奨
す
る
も
の
で
は
な
く
、

現
在
、
養
成
学
校
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
含
ま
れ
て
い
な
い

た
め
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
、万
が
一
の
場
合
、

命
に
関
わ
る
た
め
責
任
の
所

在
や
問
題
に
つ
い
て
ク
リ
ア

に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が

話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
技
工
士
会
と
衛
生
士
会
で

は
、
高
校
生
で
は
既
に
進
路

が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
が
多

い
た
め
、
小
学
校
高
学
年
か

ら
中
学
生
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を

重
視
し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や

県
内
す
べ
て
の
小
学
５
年
生

に
配
布
さ
れ
る
「
い
わ
て
の

お
し
ご
と
本
２
０
２
５
」（
岩

手
め
ん
こ
い
テ
レ
ビ
発
行
）

で
岩
手
県
歯
科
医
師
会
・
技

工
士
会
・
衛
生
士
会
で
協
力

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
魅

力
を
掲
載
し
ア
ピ
ー
ル
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
会
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
毎
年
実
施
し
て
い
た

「
義
歯
ネ
ー
ム
入
れ
と
口
腔

ケ
ア
」
事
業
に
つ
い
て
、
後

継
事
業
と
し
て
何
か
取
り
組

め
る
こ
と
が
な
い
か
検
討
い

た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
６
年
ぶ
り
の
懇
談
は
大
変

有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

６
年
ぶ
り
に
実
現

歯
科
技
工
士
会
・
歯
科
衛
生
士
会
と
懇
談

世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
課
題

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

総会記念講演のご案内総会記念講演のご案内

脳科学者からみた、認知症のおはなし

「 身近な人や自分が認知症
になったとき知っておき
たいこと」

講師：恩 蔵 絢 子 氏
ＮＨＫスペシャル「認知症の母と脳科学者の私」

２０２３年１月７日放送

日時：10月26日（日）

14：00～ 16：00
会場：エスポワールいわて

案内チラシを５枚同封しております。
患者さんへのご案内よろしくお願いします。



2025年９月５日 「第三種郵便物認可」 岩 手 県 保 険 医 新 聞 第 588 号　(2)

【表 1】成人用（高齢者用）肺炎球菌ワクチン 

市町村名 助成額 自己負担 個別 
通知 

任意接種

助成 
1 盛岡市 5,980 円（非課税･生保世帯 全額） 2,800 円 × なし 
2 宮古市 3,000 円 

（非課税･生保世帯 上限 8,000 円） 
医療機関による 〇 なし 

3 大船渡市 5,000 円 医療機関による 〇 なし 
4 花巻市 5,380 円（生保世帯 8,380 円） 3,000 円（生保なし） 

医療機関による※１ 
〇 なし 

5 北上市 4,302 円（生保世帯 8,302 円) 4,000 円 〇 なし 
6 久慈市 4,000 円 医療機関による 〇 なし 
7 遠野市 5,000 円 医療機関による 〇 なし 
8 一関市 4,000 円 医療機関による 〇 なし 
9 陸前高田市 5,000 円 医療機関による 〇 なし 
10 釜石市 4,426 円 4,000 円 〇 なし 
11 二戸市 4,000 円（生保世帯は全額） 医療機関による 〇 なし 
12 八幡平市 4,000 円 医療機関による 〇 なし 
13 奥州市 4,280 円 4,000 円 〇 なし 
14 滝沢市 5,000 円（生保世帯 9,400 円） 医療機関による 〇 なし 
15 雫石町 4,230 円 4,230 円（委託医療機関） 

医療機関による(上記以外) 
〇 なし 

16 葛巻町 6,000 円 医療機関による × なし 
17 岩手町 5,000 円 医療機関による 〇 なし 
18 紫波町 5,000 円 医療機関による 〇 なし 
19 矢巾町 5,000 円 医療機関による 〇 なし 
20 西和賀町 接種費用の 3 分の 1 

（100 円未満切捨て、上限 3,000 円） 
医療機関による 〇 なし 

21 金ヶ崎町 4,280 円（非課税･生保世帯 8,280 円） 4,000 円 〇 なし 
22 平泉町 4,000 円 医療機関による 〇 なし 
23 住田町 5,000 円 医療機関による 〇 なし 
24 大槌町 4,261 円 4,000 円 

医療機関による 
〇 なし 

25 山田町 4,000 円（生保世帯 8,200 円） 医療機関による 〇 なし 
26 岩泉町 接種料金から 3,000 円を引いた額 3,000 円 〇 なし 
27 田野畑村 8,369 円 医療機関による 〇 なし 

28 普代村 全額 なし 〇 なし 
29 軽米町 4,000 円 医療機関による 〇 なし 
30 野田村 5,000 円 医療機関による × あありり※2  
31 九戸村 4,000 円 医療機関による 〇   あありり※3  
32 洋野町 4,000 円（生保世帯は全額） 医療機関による 〇 なし 
33 一戸町 5,000 円 医療機関による 〇 なし 

※１ 花巻市：一般の方が市外で接種の場合 

※２ 野田村：66 歳以上の方も対象 

※３ 九戸村：65 歳以上で前回接種から５年以上経過している方も対象 

　
食
品
表
示
は
消
費
者
の
権

利
の
一
つ
で
あ
る
、
知
る
権

利
、
選
ぶ
権
利
を
行
使
す
る

最
も
大
切
な
手
段
で
す
。
食

品
衛
生
法
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
な
ど

に
分
か
れ
て
い
た
食
品
表
示

関
係
法
令
は
、
食
品
表
示
法

（
２
０
１
５
年
施
行
）
に
一

元
化
さ
れ
、
消
費
者
庁
の
所

管
に
な
り
ま
し
た
。
食
品
表

示
法
に
は
基
本
理
念
と
し
て

情
報
提
供
な
ど
消
費
者
の
権

利
の
尊
重
が
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
が
、「
事
業
者
へ
の
配

慮
」も
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
産
地
が
わ
か
ら
な
い

原
料
原
産
地
表
示

　
い
ま
焦
点
に
な
っ
て
い
る

の
が
原
料
原
産
地
表
示
で

す
。
原
料
原
産
地
表
示
は
Ｊ

連　 載

食
と
健
康
私
た
ち
の
食
べ
て
い
る
も
の
は
安
全
か
︱

私
た
ち
の
食
べ
て
い
る
も
の
は
安
全
か
︱

◎
食
の
安
全
⑪
　
食
品
表
示
は
私
た
ち
の
権
利

原
料
原
産
地
表
示
と
遺
伝
子
組
み
換
え
表
示
を
め
ぐ
っ
て

農
民
運
動
全
国
連
合
会
（
農
民
連
）　
新
聞
「
農
民
」
編
集
長

勝
　
又
　
真
　
史

Ａ
Ｓ
法
で
一
部
食
品
の
み
に

規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

食
品
表
示
一
元
化
を
機
に
、

全
加
工
食
品
（
輸
入
食
品
を

除
く
）
が
対
象
に
な
り
ま
し

た
。

　

原
料
原
産
地
表
示
は
原

則
、国
別
重
量
順
表
示
で
す
。

（
表
示
す
る
原
産
地
が
２
以

上
あ
る
場
合
に
は
、
製
品
に

占
め
る
重
量
割
合
の
高
い
も

の
か
ら
順
に
国
名
を
表
示
。

３
以
上
の
場
合
に
は
、
３
ヵ

国
目
以
降
は
「
そ
の
他
」
と

表
示
す
る
こ
と
も
で
き
る
）

例
：
小
麦
（
ア
メ
リ
カ
、
カ

ナ
ダ
）

　

業
界
側
の
意
向
を
受
け
、

国
別
重
量
順
表
示
が
困
難
な

場
合
に
は
、「
又
は
表
示
」「
大

括
り
表
示
」
を
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
「
又
は
表
示
」
と
は
、
可

能
性
の
あ
る
国
を
使
用
が
見

込
ま
れ
る
順
に
表
示
す
る
も

の
。
例
：
小
麦
（
米
国
又
は

カ
ナ
ダ
）

　
大
括
り
表
示
と
は
、
３
ヵ

国
以
上
か
ら
輸
入
の
場
合
は

「
輸
入
」
と
表
示
で
き
る
も

の
で
、
ど
こ
の
国
か
ら
の
輸

入
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
例
：

小
麦
（
輸
入
）

　
対
象
原
材
料
が
加
工
原
材

料
で
あ
る
場
合
は
、
製
造
地

表
示
を
基
本
と
し
ま
す
。
中

間
原
料
の
製
造
地
を
表
示
す

る
も
の
で
、
原
産
地
は
表

示
さ
れ
ま
せ
ん
。
例
：
原
料

小
麦
粉
（
国
内
製
造
）

消
え
つ
つ
あ
る

遺
伝
子
組
み
換
え
表
示

　
い
ま
、
遺
伝
子
組
み
換
え

表
示
義
務
の
あ
る
農
作
物

は
、
大
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ナ
タ
ネ

な
ど
９
作
物
と
そ
の
加
工
品

で
す
。

　
い
ま
ま
で
の
遺
伝
子
組
み

換
え
表
示
は
遺
伝
子
組
み
換

え
原
料
の
混
入
が
５
％
超
で

重
量
割
合
が
上
位
３
位
以

内
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
た
ん
白
質
が

検
出
可
能
な
も
の
に
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
、
食

用
油
や
し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
多

く
の
食
品
は
表
示
対
象
外
で

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
２
０
２
３
年

４
月
か
ら
、
大
豆
と
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
は
じ
め
他
の
農
作

物
に
つ
い
て
も
、
任
意
表
示

で
あ
る
「
遺
伝
子
組
み
換
え

で
な
い
」
表
示
が
認
め
ら
れ

る
条
件
を
「
５
％
以
下
」
か

ら
「
不
検
出
」（
０
％
＝
検

出
限
界
以
下
）
の
と
き
だ
け

と
さ
れ
、「
遺
伝
子
組
み
換

え
で
な
い
」
と
表
示
さ
れ
る

食
品
は
激
減
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
「
分
別
生
産
流
通
管

理
済
み
」「
Ｉ
Ｐ
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
済
み
」な
ど
と
い
う「
遺

伝
子
組
み
換
え
」
の
文
字

さ
え
も
な
い
表
示
も
あ
り
ま

す
。

見ることが少なくなった
「遺伝子組み換えでない」

　
当
会
は
、
県
内
の
自
治
体

に
対
し
、
予
防
接
種
に
つ
い

て
約
２
年
ぶ
り
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。
成
人
向

け
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

国
で
は
、
助
成
開
始
時

の
経
過
措
置
（
65
歳
の
方

と
70
、
75
、
80
、
85
、
90
、

95
、
100
歳
の
方
）
が
昨
年
３

月
に
廃
止
さ
れ
、
65
歳
の
方

と
、
60
〜
64
歳
で
心
臓
、
腎

臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に

障
害
が
あ
る
方
、
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ⅰ

Ｖ
）
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
害
が
あ
り
、
日

常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
方
が
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

２
自
治
体
が
任
意
助
成
継
続

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
宮
古
市
の
任
意
接
種
助
成

終
了
に
よ
り
、
独
自
の
助
成

を
し
て
い
る
自
治
体
は
、
２

０
２
３
年
の
３
自
治
体
か
ら

２
自
治
体
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
野
田
村
で
は
66
歳
以
上

の
方
も
対
象
で
、
九
戸
村
は

前
回
接
種
か
ら
５
年
以
上
経

過
し
た
方
も
対
象
で
す
。
普

代
村
で
は
引
き
続
き
接
種
費

用
の
全
額
助
成
が
継
続
さ
れ

て
い
ま
す
（
表
１
）。

　
肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の

中
で
も
上
位
で
あ
り
、
原
因

の
一
つ
で
あ
る
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
は
、
肺
炎
の
重
症

化
を
防
ぐ
上
で
高
齢
者
に
対

し
て
重
要
で
す
。
助
成
を
充

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

※2

※3

秋の“会員紹介キャンペーン”の
お知らせ

　この度、当協会は、一人でも多くの先生方に入会して頂くために、
前回の春の会員拡大月間に引き続き、秋の会員紹介キャンペーンを行
います。

〇ご協力頂いた先生には―

・ 当会非会員へお声掛け→当会事務局員が訪問説明
クオカードまたはカタログギフト（5,000円分）の
いずれかを進呈（昨年より2,000円分増額）

・ 非会員が入会した場合
合計１万円分のクオカードまたはカタログギフトを進呈

・ ご子弟さま入会の場合も対象

〇新入会員の先生
最初の３ヵ月の会費は無料

期間

２０２５年９月１日～１０月３１日
ご協力いただける場合は、同封のチラシにてご返信お願いします。

太枠は任意接種の助成がある自治体

※１　花巻市：一般の方が市外で接種の場合
※２　野田村：66 歳以上の方も対象
※３　九戸村：65 歳以上で前回接種から５年以上経過している方も対象
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当
会
は
、
４
月
中
旬
か
ら

５
月
下
旬
に
か
け
て
、
県
内

す
べ
て
の
自
治
体
に
対
し

て
、
妊
産
婦
の
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。

　
妊
産
婦
医
療
費
助
成
（
表

１
）
に
つ
い
て
は
、
23
自
治

体
が
所
得
制
限
な
く
助
成
を

実
施
し
て
い
て
、
う
ち
12
市

町
村
が
自
己
負
担
な
く
助
成

し
て
い
ま
す
（
岩
手
町
、
岩

泉
町
が
助
成
拡
大
）。
自
己

負
担
の
あ
る
自
治
体
の
中
に

は
県
全
体
で
助
成
し
て
い
る

金
額
（
通
院
１
５
０
０
円
、

入
院
５
０
０
０
円
）
の
助
成

を
強
化
し
、通
院
７
５
０
円
、

妊
産
婦
医
療
費

妊
産
婦
医
療
費

自
己
負
担
の
な
い
自
治
体
が
増
加

市町村名 自己負担 所得制限通院 入院

1 盛 岡 市 　750円 2,500 円
あり

（８ヵ月目以降は
制限なし）

2 宮 古 市 なし なし なし
4 花 巻 市 　750円 2,500 円 なし
7 遠 野 市 　750円 2,500 円 なし
8 一 関 市 なし なし なし
9 陸前高田市 なし なし あり
10 釜 石 市 なし なし なし
12 八 幡 平 市 1,500 円 5,000 円 なし
13 奥 州 市 なし なし なし
15 雫 石 町 1,500 円 5,000 円 なし
16 葛 巻 町 なし なし なし
17 岩 手 町 なし なし なし
18 紫 波 町 1,500 円 5,000 円 なし
19 矢 巾 町 750円 2,500 円 なし
20 西 和 賀 町 1,500 円 5,000 円 なし
21 金 ヶ 崎 町 1,500 円 5,000 円 なし
22 平 泉 町 なし なし なし
25 山 田 町 1,500 円 5,000 円 なし
26 岩 泉 町 なし なし なし
27 田 野 畑 村 なし なし なし
28 普 代 村 1,500 円 5,000 円 なし
29 軽 米 町 なし なし なし
30 野 田 村 なし なし なし
31 九 戸 村 なし なし なし
32 洋 野 町 なし なし あり
33 一 戸 町 1,500 円 5,000 円 なし

【表1】　　　　妊産婦医療費助成事業詳細
（2025年５月現在・岩手県保険医協会調査）

○県基準　対 象 者：妊娠5ヵ月目の月の初日から、出産日の翌月末日までの方
　所得制限：あり
　自己負担：通院1,500円、入院5,000円（非課税世帯は負担なし）

※県基準と同様の助成をしている市町村は省略
※自己負担・所得制限なしとしているのは12市町村（36.4％）

ま
す
。

　

妊
産
婦
歯
科
検
診
（
表

２
）
は
、
全
て
の
市
町
村
で

所
得
制
限
な
し
で
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
（
対
象
期
間
中

の
助
成
は
１
回
ま
で
）。
自

己
負
担
に
つ
い
て
も
、
盛
岡

市
と
野
田
村
を
除
く
全
て
の

市
町
村
で
「
負
担
な

し
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
以
前
か
ら
助
成

し
て
い
た
葛
巻
町
に

加
え
、
陸
前
高
田
市

や
軽
米
町
で
も
妊
産

婦
の
配
偶
者
も
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　
一
関
市
は
２
０
２

３
年
度
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
か
ら
助
成

を
拡
大
し
、
助
成
額

が
３
８
１
０
円
か
ら

全
額
助
成
と
な
り
ま

し
た
。
二
戸
市
で
は

助
成
期
間
が
妊
娠

５
ヵ
月
〜
６
ヵ
月

と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
最
適
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
受
診
で

き
る
よ
う
、
こ
の

期
間
内
に
受
診
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
国
も
産
前
・
産
後
の
支

援
事
業
を
拡
充
し
て
い
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
不
十

分
な
ま
ま
で
す
。
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
環
境

を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
支
援
・
助
成
の
拡
充

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト

市町村名 対象期間 自己負担 その他条件
1 盛 岡 市 妊娠中～産後1年以内まで 500円
2 宮 古 市 妊婦～出産まで なし
3 大船渡市 母子手帳交付日～出産前日ま

で なし 市内の歯科医院のみ現物給
付

4 花 巻 市 妊娠届出後～妊娠期間中 なし 市内の歯科医院のみ
5 北 上 市 母子手帳交付日～出産予定日

の1ヵ月前まで なし 市内の歯科医院のみ
6 久 慈 市 受診票交付～出産前まで なし
7 遠 野 市 妊娠届出日～出産予定日まで なし
8 一 関 市 妊娠初期～産前まで なし

9 陸 前 高
田 市

妊産婦とその夫
妊娠2ヵ月～出産日よりおお
むね1年まで

なし

10 釜 石 市 妊娠16週～27週頃まで なし
11 二 戸 市 妊娠5ヵ月～6ヵ月まで なし
12 八幡平市 母子健康手帳発行日～出産前

まで なし

13 奥 州 市 母子手帳交付～出産まで なし 出産予定日が 2025 年 11
月以降の者から対象

14 滝 沢 市 妊娠5ヵ月～産後1年の前日
まで なし 滝沢市内指定医療機関のみ

15 雫 石 町 14週から28週未満 なし 治療中の方は対象外

16 葛 巻 町
妊産婦とその配偶者
母子手帳交付～出産予定日ま
で

なし
（妊産婦に限り入院等の事情
で受診できない時は子ども
が６ヵ月に達するまで対象）

17 岩 手 町 妊娠5ヵ月～7ヵ月まで なし
18 紫 波 町 妊娠中であればいつでも なし
19 矢 巾 町 妊娠5ヵ月～出産後1年に達

する日の前日 なし 町内指定歯科医院のみ

20 西和賀町 健診票交付日～出産予定日の
3ヵ月前まで なし

21 金ヶ崎町 母子手帳交付時～出産予定日
の1ヵ月前まで なし 1人につき年1回まで

22 平 泉 町 母子健康手帳交付日～産後1
年まで なし 全員へ交付するが受診は希

望者のみ
23 住 田 町 妊婦 なし
24 大 槌 町 母子手帳交付日～出産まで なし
25 山 田 町 妊娠届出～出産日の前日 なし 町内のみ
26 岩 泉 町 出産日まで なし 町内契約歯科医院のみ
27 田野畑村 出産まで なし 村内歯科診療所のみ
28 普 代 村 期間の定めなし なし
29 軽 米 町 妊婦及びパートナー

妊娠3ヵ月～出産まで なし

30 野 田 村 妊娠3ヵ月～出産まで 3,000 円
（上限）

31 九 戸 村 妊娠してから出産前日まで なし
32 洋 野 町 ０ヵ月～出産するまで なし
33 一 戸 町 妊娠中～産後1年未満まで なし 二戸管内の歯科医療機関

上記以外は要申請

【表2】　　　　　　 　　  　　妊産婦歯科検診
（2025年７月現在・岩手県保険医協会調査）

保険医年金のご案内
老後保障から急な資金需要に対応した自在性に富んだ制度です

メリット
◆　掛金は月払で 1口 1万円　通算で 30口まで
　　　一時払（1口 50 万円・毎回 40口まで）もあります
◆　資金が必要な時、1口単位から解約が可能
　　　ご希望により 1口単位で解約して、一時金として受け取り可能
◆　年金受給時に受け取り方法を選択
　　　 満期は 80歳ですが、いつからでも年金として受け取り可能 
　　　※積立期間が５年未満の場合は一括受け取りのみです
◆　掛金の払い込み中断もできます
　　　月払の払い込みが困難になれば掛金払い込みの中断もできます
◆　万一の場合はご遺族が全額受給
　　　年金または一時金として全額ご遺族が受け取れます

　　〇  一時金請求手続きには 1週間ほどかかります
　　〇  中断後は中断利率（予定利率－0.3%）が適用されます 
　　〇  月払の場合は 4年（掛金未納がある場合は、未納状況により 4年以上かかります）、
 一時払の場合は 2年で元本が回復します
　　〇  本欄は制度概要の説明です。詳細はパンフレットを必ずご覧ください

来年1月 1日加入は

10/25 まで

予定利率アップ！
  予定利率  1.225％　　　　　　　　　　　　　　　　　 

満 74 歳 まで加入可能

パンフレットや申込希望の際は、協会までお問い合わせください
（TEL 019-651-7341）

入
院
２
５
０
０
円
と
し

て
い
る
市
町
村
が
４
市

町
村
あ
り
（
盛
岡
市
、

花
巻
市
、
遠
野
市
、
矢

巾
町
）、
盛
岡
市
は
妊

娠
８
ヵ
月
目
以
降
は
所

得
制
限
な
し
と
し
て
い



2025年９月５日 「第三種郵便物認可」 岩 手 県 保 険 医 新 聞 第 588 号　(4)

　

昨
年
の
診
療
報
酬
改
定

は
、
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇

な
ど
へ
の
対
応
、
医
療
Ｄ

Ｘ
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
、社
会
保
障
制
度
の
安
定・

持
続
可
能
性
の
確
保
、
医
薬

品
の
安
定
供
給
の
必
要
性
な

　
お
父
様
が
内
科
医
だ
っ
た

北
條
先
生
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
医
者
に
な
る
の
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
医
療

に
つ
い
て
知
っ
て
い
く
中

で
、
口
の
中
と
い
う
小
さ

な
空
間
に
血
管
や
神
経
な
ど

様
々
な
も
の
が
凝
縮
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
面
白
い
と
感
じ

ど
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
を
踏
ま
え
た
医
療
・
介

護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

ト
リ
プ
ル
改
定
と
な
り
ま
し

た
。

　
調
剤
報
酬
改
定
で
は
在
宅

訪
問
お
よ
び
多
職
種
と
の
連

携
に
関
し
て
評
価
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
さ

ら
に
在
宅
医
療
が
進
む
と
考

え
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
等

と
の
連
携
で
は
保
険
医
療
機

関
か
ら
の
求
め
に
よ
る
情
報

提
供
先
に
歯
科
医
療
機
関
が

含
ま
れ
る
こ
と
が
明
確
化
さ

れ
、
薬
局
で
は
医
師
又
は
歯

科
医
師
に
対
し
て
患
者
の
重

複
薬
剤
や
ア
レ
ル
ギ
ー
情
報

に
加
え
フ
レ
イ
ル
な
ど
に
関

す
る
情
報
提
供
な
ど
も
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て

　
２
０
２
４
年
の
調
剤
報
酬
改
定
か
ら
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
で
は
多
職
種
連
携
に
つ
い
て
点
数
が
拡
大
さ
れ
た

一
方
、
今
年
４
月
に
は
薬
価
の
中
間
改
定
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
調
剤
報
酬
改
定
の
影
響
に
つ
い
て
、
岩
手
県
薬
剤
師

会
常
務
理
事
の
押
切
昌
子
氏
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
の
影
響
に
つ
い
て

２
０
２
４
年
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
の
影
響
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人
岩
手
県
薬
剤
師
会

一
般
社
団
法
人
岩
手
県
薬
剤
師
会
　
押押    

切切    

昌昌    

子子

常
任
理
事
会
だ
よ
り

常
任
理
事
会
だ
よ
り 

７７
月月

【
日
　
　
時
】

２
０
２
５
年
７
月
22
日
㈫

19
：
30
〜
21
：
15

【
場
　
　
所
】

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル
会
議
室

（
ウ
ェ
ブ
併
用
）

【
出
席
者
】

役
員
・
事
務
局
併
せ
て
24
名

主
な
決
定
事
項

１
、２
０
２
５
年
６
月
期
活
動

報
告
並
び
に
２
０
２
５
年

７
〜
８
月
期
活
動
計
画
が
承

認
さ
れ
た

２
、マ
イ
ナ
保
険
証
期
限
切
れ
に

つ
い
て
注
意
喚
起
す
る
ポ
ス

タ
ー
を
会
員
へ
配
布
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
た

３
、２
０
２
５
年
〜
２
０
２
６

年
度
の
専
門
部
員
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た

４
、講
演
会
の
企
画
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
た

２
０
２
５
年
４
月
に
は
日
本

薬
剤
師
会
が
継
続
し
て
反
対

し
て
い
る
薬
価
の
中
間
年
改

定
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
薬

局
で
は
薬
価
改
定
の
た
び
に

資
産
が
一
夜
に
し
て
大
き
く

目
減
り
す
る
と
い
う
状
況
が

続
い
て
お
り
大
変
悩
ま
し
い

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
12
月
に
端
を

発
し
た
医
薬
品
製
造
会
社
の

問
題
は
医
薬
品
供
給
に
多
大

な
影
響
を
与
え
、
未
だ
に
入

手
困
難
な
薬
も
あ
り
、
感
染

症
流
行
時
に
必
要
な
薬
が
入

手
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
厚
生
労
働
省
は
医
薬

品
安
定
供
給
の
た
め
に
は
薬

局
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
こ

と
か
ら
、
日
本
薬
剤
師
会
で

は
各
地
域
薬
剤
師
会
に
「
地

域
に
お
け
る
薬
局
機
能
体
制

リ
ス
ト
」
を
作
成
し
公
表
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
、
岩
手

県
薬
剤
師
会
で
は
昨
年
６

月
に
こ
の
リ
ス
ト
を
Ｈ
Ｐ

で
公
表
い
た
し
ま
し
た
。
内

容
は
夜
間
・
休
日
等
対
応
の

た
め
開
局
時
間
・
時
間
外
対

応
の
状
況
、
在
宅
訪
問
を
行

う
薬
局
や
在
宅
業
務
に
係
る

機
能
、
感
染
症
対
応
や
オ
ン

ラ
イ
ン
服
薬
指
導
の
実
施
可

否
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
の
取

り
扱
い
等
に
関
し
て
地
域
ご

と
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
リ
ス
ト
は
本
来
患
者

が
薬
局
を
選
ぶ
た
め
の
ツ
ー

ル
で
あ
り
ま
す
が
、
医
療
関

係
の
方
々
が
「
地
域
に
お
け

る
夜
間
・
休
日
の
医
薬
品
供

給
対
応
薬
局
」
お
よ
び
「
在

宅
に
お
け
る
服
薬
管
理
を
行

う
薬
局
」
を
検
索
す
る
た
め

中
村
・
北
條
ク
リ
ニ
ッ
ク
皮
膚
科
・
歯
科
・

口
腔
外
科
（
盛
岡
市
）

副
　
院
　
長
　
北
條
ま
す
み
先
生

ご
め
ん
く
な
ん
し
ぇ

会員紹介シリーズ㉗

て
歯
科
に
興
味
を
持
ち
、
歯

科
医
師
と
な
り
ま
し
た
。
岩

手
医
科
大
学
歯
学
部
を
卒
業

後
、
岩
手
医
大
口
腔
外
科
に

12
、
３
年
程
勤
務
し
た
後
、

皮
膚
科
医
の
旦
那
様
と
共
に

平
成
13
年
に
開
業
し
ま
し
た
。

　
皮
膚
科
と
歯
科
に
は
共
通

す
る
疾
患（
扁
平
苔
癬
な
ど
）

が
あ
り
、
歯
科
治
療
で
使
う

材
料
が
原
因
と
な
る
疾
患
も

あ
る
た
め
、
旦
那
様
か
ら
原

因
と
な
り
う
る
歯
の
治
療
を

依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
一
緒
に
診
療
し
て
い
る

た
め
、
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
の

疑
い
の
あ
る
患
者
さ
ん
を
診

る
時
は
医
科
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
聞
く
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
先
生
は
平
成
23
年
に
岩
手

県
歯
科
医
師
会
地
域
歯
科

保
健
委
員
会
理
事
と
な
っ

た
際
、
国
の
在
宅
医
療
推
進

事
業
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
国
の
在
宅
支
援
事

業
所
の
モ
デ
ル
事
業
を
行
う

こ
と
に
な
っ
た
医
師
が
旦
那

様
の
友
人
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
関
わ
り
や
す
い
と
当
時

の
担
当
常
務
理
事
の
先
生
か

ら
の
勧
め
で
在
宅
医
療
を
多

職
種
連
携
や
研
修
会
、
そ
し

て
現
場
（
訪
問
歯
科
診
療
）

も
含
め
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
訪
問
診
療
は
、
一
般
的
な

診
療
室
で
の
治
療
と
は
違
い

北條 ますみ 先生

寄寄 

稿稿 

寝
た
き
り
の
患
者
さ
ん
や
気

管
切
開
を
し
て
呼
吸
管
理
を

し
て
い
る
患
者
さ
ん
、
様
々

な
基
礎
疾
患
を
持
つ
患
者
さ

ん
が
い
ま
す
。
居
宅
患
者
さ

ん
を
訪
問
す
る
と
そ
の
患
者

さ
ん
の
家
庭
環
境
や
生
活
の

状
況
を
直
に
見
る
こ
と
が
で

き
、
治
療
や
家
族
へ
の
指
導

の
参
考
に
な
る
こ
と
も
多
く

あ
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
普
段
診
療
で
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は
、
医
師
で

あ
る
お
父
様
か
ら

教
わ
っ
た
「
患
者
さ
ん
で
あ

る
以
前
に
一
人
の
人
間
と
し

て
誠
心
誠
意
の
気
持
ち
で
接

す
る
こ
と
」、「
子
供
で
も
大

人
で
も
関
係
な
く
言
葉
遣
い

を
丁
寧
に
す
る
こ
と
」。

　
院
内
に
は
、
患
者
さ
ん
が

作
っ
た
作
品
が
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。
先
生
は
細
か
な
作
業

や
料
理
が
好
き
で
切
り
絵
や

水
引
細
工
を
作
っ
た
こ
と
が

あ
り
、
院
内
に
は
切
り
絵
も

飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

切り絵

　

大
船
渡
市
で
30
年
以
上

続
く
カ
レ
ー
屋
、Kojika

に

は
、盛
町
に
あ
る
本
店
（
カ

レ
ー
ハ
ウ
スK

ojika

）
と
、

大
船
渡
町
に
あ
る
２
号
店

（Cafe de Curry KOJIKA

）

が
あ
り
ま
す
。

　
ポ
ー
ク
カ
レ
ー
（
９
３
５

円
）
や
エ
ビ
カ
レ
ー
（
１
０

４
５
円
）、フ
ル
ー
ツ
カ
レ
ー

（
９
９
０
円
）
な
ど
個
性
豊

か
な
カ
レ
ー
の
中
か
ら
、一

番
人
気
の
ビ
ー
フ
カ
レ
ー

（
９
３
５
円
）
を
注
文
。

　
カ
レ
ー
は
中
辛
か
辛
口
か

激
辛
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
（
激
辛
は
＋
50
円
。
ポ
ー

ク
カ
レ
ー
は
甘
口
の
み
）。

ま
た
ト
ッ
ピ
ン
グ
も
16
種

類
あ
り
、オ
ム
レ
ツ
や
ハ
ン

バ
ー
グ
、ロ
ー
ス
カ
ツ
、納

豆
な
ど
様
々
な
組
み
合
わ
せ

が
楽
し
め
る
ほ
か
、ラ
ン
チ

タ
イ
ム
に
注
文
す
る
と
ミ
ニ

サ
ラ
ダ
も
付
き
ま
す
。

　

ビ
ー
フ
カ
レ
ー
（
中
辛
）

に
は
柔
ら
か
く
ほ
ど
よ
い
歯

ご
た
え
の
牛
肉
が
入
っ
て
い

て
、具
材
は
控
え
め
。
ル
ー

に
溶
け
込
ん
だ
玉
ね
ぎ
の
コ

ク
と
旨
味
に
、爽
や
か
な
辛

み
が
あ
と
を
引
き
ま
す
。
玉

ね
ぎ
の
甘
み
が
あ
る
の
で
辛

い
食
べ
物
が
苦
手
な
人
で
も

美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
ミ
ニ
サ
ラ
ダ
に
は
フ
ル
ー

ツ
の
よ
う
に
爽
や
か
で
少
し

甘
み
の
あ
る
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

と
コ
シ
ョ
ウ
が
か
か
っ
て
い

て
、ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
甘
み

が
コ
シ
ョ
ウ
の
辛
み
や
香
り

と
よ
く
合
い
ま
す
。

　
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
組
み
合
わ

せ
て
様
々
な
味
わ
い
を
楽
し

め
る
カ
レ
ー
の
他
に
も
、パ

ス
タ
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど

が
あ
り
、何
度
来
て
も
飽
き

ず
に
楽
し
め
る
お
店
で
す
。

ビーフカレー

290味処味処

大船渡市

Cafe de Curry

 KOJIKA

に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
行

政
な
ど
に
も
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
本
会
で
は
今
後
も
こ
の
リ

ス
ト
で
最
新
の
情
報
を
提
供

で
き
る
よ
う
継
続
的
な
更
新

を
心
掛
け
、
地
域
医
薬
品
提

供
体
制
の
充
実
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

住

所  

大
船
渡
市
大
船
渡
町

字
野
々
田
23
―
１

電
話
番
号  

０
１
９
２
―
４
７
―
４
７
７
７

営
業
時
間

11
：
00
〜
14
：
30

 
 

17
：
30
〜
21
：
00

定
休
日

月
曜
日

駐
車
場

あ
り

（
店
舗
敷
地
内
　
12
台
）

ミニサラダ


